
上野村　保健福祉課

特 集
上野村「ケルナー」広場

～すべったり！登ったり！ハラハラ・ドキドキ～

　2024年４月、上野村に「ケルナー広場」がオープンしました。
　この広場は村外からの移住・定住の促進や多世代が交流できる拠点づくり、また子供の身体能力向上等につな
げようと新たに整備しました。
　ドイツの遊具デザイナー、ハンス・ゲオルク・ケルナーさんがデザインする遊具は、カラフルでユニークなも
のばかり。すべり台の階段が斜めであったり、ゆらゆら揺れたり…と一見危なそうに見えますが、この遊具の「つ
くり」が子どもの冒険心を掻き立て、危険を回避する能力や身体能力・体力を向上させます。
　ハラハラ・ドキドキをシェアしながら、思いっきり遊べます。
　遊具には、上野村のケヤキが使われ、遊具の下には木の香りが立ちこめるウッドチップが敷き詰めてあるのが
特徴です。四季折々に変化する自然の中、自分でよく考え、よく見て、よくさわって、自分の責任で自由に遊び
ましょう！
　保護者の方へ…
　子どもの力以上の手助けはいりませんので、お子さんをよく見ていてください。子どもたちが挑戦して、達成
して、自信がつき笑顔がでます。大人はその笑顔が見える場所にいて子ども達を見守ってください。

【ケルナー広場概要】
　場　所　上野村勝山
　　　　　※道の駅うえのから神流川沿へ約300m
　開　園　９：00 ～ 17：00
　休園日　年末年始
　入　場　無料
　施　設　駐車場・トイレあり
　問合せ　上野村役場保健福祉課
　電　話　0274-59-2309

　巻頭特集で紹介しました華蔵寺公園をはじめ、県内にはカラフルでユニークな形が子ども
の冒険心を駆り立てる「ケルナー広場」や、年齢や障がいの有無に関わらず全ての人が一緒に
笑顔になれる「インクルーシブ公園」等、多彩な魅力を持つ公園が数多くあります。
　今回はそんな群馬県内の魅力的な公園について特集しました。



安中市　都市整備課　都市施設管理係

特 集
笑顔あふれる遊びのひろば

「インクルーシブ遊具広場（米山公園）」

■はじめに
　米山公園は平成２年４月１日、市の中心部を流れる九十九川の右岸に
設置され、「川と一体となる空間」を意識して整備されました。整備から
今日まで川面の眺めや四季折々の自然が楽しめる公園として、子どもか
ら高齢者まで幅広い世代に親しまれています。しかし、近年は少子化、
生活様式の変化により公園に求められる役割も多様化しており、より幅
広いニーズに応えるための改修や新設の検討が必要となってきました。
　そこで令和５年、当市では実際の利用者や周辺の小学校に対してアン
ケートを実施しました。アンケートの結果、多くの方から「遊具の充実」
を望む声が寄せられました。こうした地域の声を踏まえ、今後の整備方
針を検討した結果、新たに遊具の導入を決定しました。

■コンセプトは「だれでも遊べる」
　市には、以前から「市内にこどもが安心して遊べる公園が少ない」という声がいくつも届いていました。こうし
た意見に応えるため「だれでも・どの世代でも楽しめる」ことを基本理念としたインクルーシブ遊具を設置し、広
場として整備するこことしました。
　インクルーシブ「包括的（＝全体を包み込み、迎え入れる）」のとおり、複合遊具にはスロープが設置されており、
車いすに乗ったまま利用でき、年齢や性別、障害の有無に関係なく遊ぶことができる遊具となっています。また、
ヤドカリ（回転遊具）やエルシ（多人数乗りブランコ）といった日本ではまだ珍しい遊具を導入し、子どもたちの好
奇心を刺激すると同時に、世代を越えたコミュニケーションが生まれる設計にしました。
　デザイン面でも周辺の景観に配慮し、九十九川による緑豊かな景観を活かせるように、周辺環境にもなじむデ
ザイン・色彩を採用しています。

■たくさんの人が集まる公園を目指して
　米山公園は自然豊かな公園です。ここにインクルーシブ遊具広場を整備したことで、休日にはより一層親子で
遊ぶ姿が見られる公園に生まれ変わりました。来年度も引き続き、多くの皆様が集まる場となりますように整備
を進めてまいります。
　当市にお越しの際は、ぜひ米山公園に足をお運びいただき、新たな広場でくつろぎの時間をお過ごしください。
地域の皆様の意見を大切にしながら、今後も誰にとっても居心地の良い公園づくりを進めてまいります。

エルシと複合遊具とヤドカリ ４連スイング

複合遊具

エルシとヤドカリ


